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  ＮＰＯ法人浜家連が変わります。 

～ 新理事長が誕生しました  

新理事長には米倉令
よ し

二
つ ぐ

が就任します～ 
 

 

５月２５日(金)にＮＰＯ法人浜家連第４回通常総会が横浜ラポール２階

大会議室で開催されました。当日の議案書の内容は出席された特定正会

員さんがお持ち帰りになっていますので、各家族会の例会でご覧下さい。 

今年度は役員改選の時期にあたり、新役員が選任されました。その中で、今まで長年にわたって浜家

連のために尽力されてこられました石井紀男理事長が退任されることになりました。 

理事長退任にあたって  石 井 紀
とし

 男
お

 

 平成２４年度浜家連第４回通常総会をもって理事長を退任することになりました。長い間のご

支援、ご協力に心から御礼申し上げます。 

 思えば、平成１３年に菊池前会長からバトンを引き継いで１０年間、この間に浜家連の内外と

もに大きな変化がありました。いずれも歴史に残るような大きな変化であり、その中で浜家連も

組織的に強化してきました。平成１２年に「むくどり裁判」が始まり、５年間にわたって大きな

エネルギーを消費することになりました。平成１４年には精神分裂病が統合失調症と病名が変更

になり、続いて、支援費制度の実施（平成１５年）、自立支援法の成立（平成１７年）全家連の

破産、全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）の誕生（平成１９年）と続きました。平成２

１年は政権交代があり、障害者制度改革推進会議が平成２２年から始まりました。平成２３年に

は障害者基本法が改正され、総合福祉法に関する骨格提言が発表されました。現在はこの骨格提

言を全く無視する形で総合支援法が参議院にかけられています。 

 このような急激で大きな流れの中で浜家連は常任理事会の毎月定期開催、浜家連ニュースの毎

月発行等を定着させることが出来ました。平成２２年には念願のＮＰＯ法人化を実現し、事務所

をラポールに移転することが出来ました。この１０年間で浜家連の存在感は大きくなったように

思います。それは浜家連の団結力の強化と他の障害者団体との連携強化によるところが大きいと

思います。特に障神奈連に加入することで障全協につながり、事務所をラポールに置くことによ

り守る会連盟、浜身連との交流が始まったことは重要でした。 

 今回、理事長を退任することとなりましたが、私は依然として精神障害者の親であり、浜家連

の会員であることは変わりありません。精神障害者が地域で普通に暮らせる世の中を作るために

米倉新理事長を盛りたて、浜家連の発展のために今後も協力することを表明して退任の挨拶とし

ます。 
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理事長就任に当たって 新理事長 米倉 令二
よしつぐ

 

～ 少しずつ力を出し合って進みましょう ～ 
 ２４年度ＮＰＯ法人浜家連第４回通常総会で、理事長に選

出されました。微力ではありますが、皆様のお力添えをいた

だき、任務を果たしたいと思います。 

 今、我が国の障害者、とりわけ精神障害者とその家族がお

かれている状況は、非常に厳しいものがあります。全国の関係者が沸き立った｢障害者総

合福祉法(仮称)｣の成立は危うくなっています。もう一つの希望の星、｢こころの健康基本

法(仮称)｣についても、一部の団体が反対を表明しており、楽観できません。 

 ですが、長い目で歴史を振り返ってみますと、わが国の精神保健福祉制度は、前進と

後退を繰り返しつつも、結果的には前進してきました。さまざまな力の複合的な作用が

あっての結果ですが、健全だった頃の｢全国精神障害者家族会連合会(全家連)｣の存在意義

は非常に大きいものでした。 

 私たち家族会が希望をもって運動を進めていけば、たとえ、シグザクな道であっても、

いい結果が、必ず得られると私は信じます。 

 家族会はみんなのものです。みんなが持てる力を、少しずつ出し合えば、大きな力に

なります。浜家連が家族力の総合体として発展するために、皆さんの力を少しずつお貸

しください。私もいささかの貢献をしたいと思います。 

皆様のご指導、ご協力をこころから祈念し、就任のごあいさつとします。 

 

NPO法人浜家連副理事長退任に当たり    松本やす子 （あおぞら会） 

 平成 24 年 5 月 25 日通常総会をもって、NPO 法人浜家連副理事長

を退任しました。引き続き常任理事として浜家連の事業に携わってま

いります。 

 平成 9 年浜家連理事会に参加し、同 15 年に常任理事、同 17 年 5 月

より副会長を無力のまま引き受けてきました。平成 22 年 2 月 22 日特

定非営利活動法人横浜市精神障害者家族連合会(略称NPO法人浜家連)設立と同時に副理

事長として今年５月の総会まで従事させて頂きました。 

 法人規定の 2 年毎の役員改正に当たると同時に私事（家族・主人が肺気腫・腰痛脊椎

狭窄症）で、浜家連事業に専念が困難になりこれを期に大任を降ろさせて頂きました。 

 振り返れば、何も持ち合わせの無い自分が恐れ多いことやって来たものです。知らな

い事の強みもあり邁進してきましたが、当事者・家族、同じ悩みを抱えた者同士との関

わりは何事にも変えられない教材でした。これからもこの部分では私を大きくし続ける

ことと確信しています。この間、国・県･市に要望活動、事務所の引越し、30 周年記念

誌作り、法人設立、チャリティーコンサート、他大きな機会に一兵卒として活動できた

ことに感謝しています。 

 米倉新理事長、柏木副理事長、宮川副理事長、鷹野専務理事、斉藤専務理事、皆さん

素晴らしい役員です、浜家連の強い団結力が対外的に発信されていくことと思います。 

長い間のご支援有りがとうございました。 
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新副理事長就任挨拶       宮川 玲子 

この度副理事長に就任しました宮川です。よろしくお願いします。 

浜家連の活動は多岐に渡っています。 市や県、国への要望活動

はもとより 就労支援の作業所運営や、偏見解消と精神保健普及の

ためのメンタルヘルス講座やブロックフォーラム、 

家族による電話相談 最近は家族支援のための「家族による家族学

習会」など要望するだけではなく家族のできる活動も沢山しています。 

今後は未治療、医療中断、ひきこもり、入退院を繰り返す人などへの支援である医師を含む多

職種による訪問活動の「アウトリーチ」や 学校教育に「こころの健康」教育をとり入れる活動など

課題はたくさんありますが遅れた所を少しずつ解消するために頑張っていきたいと思います。 

 会員の皆様も今自分が一番困っていることそれを解消するためにはどうしたら良いのか考え 

浜家連と一緒に行動していって欲しいと思います。 

 

 専務理事就任挨拶        鷹野 薫   

この度はからずもＮＰＯ法人浜家連の専務理事に就任することになり

ました。現在も予定に追われ、資料や原稿が出来るのが会議などの寸前

で「その日暮らし」をしているのに、「良い年をして、自分から仕事を増

やす様なことをするのか」と回りから言われておりますが、我が家も、

周りを見ても何とかしなければならない事ばかりですが、「お呼びがかか

る内は全力投球しよう」、と決意した次第です。 

私達の施策要望を実現するためには、関係当局にいかに辛抱強く且つ熱心に働きかけるか、関係諸

団体といかに強く連帯するか、更に横浜市会の先生方、神奈川県会議員の先生方、国会議員の先生方

のご支援ご協力をいかに得るかにかかっていると思います。 

この分野で私をお使いいただければと思っています、皆様宜しくお願い申し上げます。 

新役員さんを紹介します。ご協力をよろしくお願いします。 

役 職 氏    名 所 属 会 名 担 当 業 務 

理 事 長 米倉 令二（新） あいじさいの会 浜家連運営統括 

副理事長 柏木  彰（再） みなと会 同 補 佐 

副理事長 宮川 玲子（新） さかえ会 同 補 佐 

専務理事 鷹野  薫（新） あおば会 主に渉外担当 

専務理事 斉藤 昌博（再） ――――――― 主に事務局統括（事務局長） 

 

慰労会が行なわれました。 
       司会 すずらん会 鈴木 本陀理 

総会終了後、前理事長石井さんの慰労会が行なわれました。

総会に出席した会員さん、長らく電話相談に携わって来られ
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た方、障神奈連の清水会長、加淵さん、監事の菊地さんも出席していただいて賑やかに開かれました。

各単会から有志の方が総勢５３名が集まりました。 

 私は福祉に対する知識も経験も浅く何もお力にはなれませんでしたが、今回の慰労会の司会を引き

受たのは、石井さんも私も関東育ちでありながら、多感な学生時代を共に京都で過ごしました。 

 ろくに勉強もせず、友人と酒を飲んでは気勢をあげ、人生を語り合ったものでした。その様な共通

点が多い中、石井さんには何故か親しみを感じ、心から尊敬していました。お互いに多くを語り合い

ませんでしたがお人柄が大好きです。これからは奥様をなお一層大事にされ暫くのんびりお過ごしく

ださいね！ 

石井さん、松本さん大変長い間浜家連の発展のためにご尽力くだいましてありがとうございました。  

                                                    

～ 理事会・常任理事会の開催日と時間が変更になります。～ 

 

新体制になったこともありますが、次の通り変更になりますので、新理事さんも含めてお間違え

のないようにお集まり下さい。変更は以下の通りです。 
 

＊ ① 理事会 毎月第２土曜日が ７月から第２金曜日へ変更します。 

＊ ② 常任理事会の開始時刻が理事会と同様に６月から午後１時からに変更します。 

常任理事会の開催日の毎月第４火曜日は変わりません。 

 

イベントのお知らせ 

 

精神科医療におけるアウトリーチ研修会 
日 時  平成２４年６月２９日（金） 

時 間  午後６：００～午後８：３０ 

          （研修会後は午後８：４５に新横浜行の無料バスがあります） 

場 所  横浜ラポール ２階 大会議室 

 講 師  佐竹直子先生 

     （独立行政法人 国立国際医療研究センター 国府台病院） 

定 員  １００名（先着順） 申込み〆切り ６月２２日（金） 

参加費  無料 

申込み＆問い合わせ NPO 法人 浜家連事務局 

 〒222-0035  横浜市港北区鳥山町１７５２ 横浜ラポール３階 

     TEL 045-548-4816 

     FAX 045-548-4836 
※お申し込みは浜家連事務局宛の郵送かＦＡＸでお願いします。 

 

 

編集後記 

 今月号は、新理事長誕生の紙面になりました。新体制でもよろしくお願いします。 

新緑が日に日に濃くなってきて、景色が変わっていく気がします。 

 “五月晴れ”の気持ちの良い日がなかなかありませんでしたが、身近なところの安全を確保しなが

ら、穏やかな日をおくれるように願っています。梅雨にめげないで過ごしましょう。 

  


